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光
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環
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衛
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平
成
２２
年
向
日
市
議
会
第
３
回

定
例
会
で
は
、市
長
が
提
案
し
た「
向

日
市
の
ま
ち
を
美
し
く
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
を
否
決
し
ま
し
た
。

市
民
の
立
場
と
条
例
の
実
効
性
を

厳
し
く
審
議
し
、
条
例
の
不
十
分
さ

を
２
件
の
修
正
案
を
提
出
し
て
、
努

力
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
議
会
の
総

意
と
な
り
得
ず
否
決
し
ま
し
た
。
今

後
も
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
発

揮
す
る
議
会

と
し
て
精
進

し
ま
す
。

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

編

集

後

記

11月30日 （火） 本会議（提出議案等の説明）
12月  ９ 日 （木） 本会議（一般質問）
　　10日（金） 本会議（一般質問）
　　13日（月） 本会議（予備日）
　　14日（火） 厚生常任委員会
　　15日（水） 建設環境常任委員会
　　16日（木） 文教常任委員会
　　17日（金） 総務常任委員会
　　21日（火） 本会議（議案等の討論・採決）

　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。お気軽に
お越し下さい。なお、一般質問の事項は公共施設等で事前
に公表されます。お問い合わせは議会事務局まで。

議会事務局　9 3 1 － 1 1 1 1（内線 3 1 8）

12月定例会の予定

　本会議で議員から提出された意見書案４件を原案ど
おり可決し、関係機関へ送付しました。
原案可決
◦ 雇用保険法の改善を速やかに実施することを求める
意見書

・子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書
・ 家電エコポイント制度の再延長並びに住宅エコポイ
ントの延長を求める意見書

・ 完全な地上デジタル化放送の実施に向けて円滑な移
行策を求める意見書

　

　市民から議会に提出された請願１件を採択しました。
採　　択
◦小・中学校の教室にエアコン設置を求める請願
　請願者：向日市上植野町角前
　　　　　乙訓教職員組合
　　　　　代表　井上　治夫

請 願 の 審 議 結 果

討

論

数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
着
実
に
進
め
た
決
算

向
政
２１ 

小
野　

哲 

議
員

　

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
並
び
に

耐
震
補
強
工
事
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
や
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
事
業
は
高
く
評
価
で
き
る
。

市
民
の
暮
ら
し
を
助
け
る
事
業
で

は
、
ソ
フ
ト
面
で
、
中
小
企
業
振

興
融
資
制
度
の
拡
充
、
留
守
家
庭

児
童
会
育
成
事
業
の
拡
充
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
で
、
寺
戸
森
本
幹
線
１

号
の
拡
幅
改
良
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
駅
を
核
と
す
る
幹
線
道
路
都

市
基
盤
整
備
、
史
跡
長
岡
宮
跡
朝

堂
院
保
全
整
備
工
事
な
ど
を
着
実

に
進
め
て
き
た
。
将
来
に
向
け
て

重
要
な
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
第

５
次
向
日
市
総
合
計
画
の
基
本
構

境
を
構
築
す
る
こ
と
が
行
政
の
責

務
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
評
価

で
き
る
主
な
事
業
と
し
て
は
、
阪

急
西
向
日
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工

事
、
妊
婦
健
診
公
費
負
担
の
５
回

か
ら
14
回
ま
で
の
拡
大
、
小
児
慢

性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
、
私
立
幼
稚
園
支
援
の
拡

充
、
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

事
業
、
中
小
企
業
振
興
融
資
制
度

の
拡
充
、
寺
戸
森
本
幹
線
１
号
拡

幅
改
良
事
業
、
市
民
協
働
推
進
の

た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
や
協

働
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

今
後
、
財
政
運
営
が
さ
ら
に
厳

し
さ
を
増
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

国
庫
補
助
金
な
ど
の
動
向
も
不
明

瞭
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
歳
出

削
減
だ
け
で
な
く
、
歳
入
の
増
加

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
か
ね
て
か

ら
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
提

案
し
て
い
る
が
、
特
に
多
額
な
公

共
施
設
の
維
持
管
理
経
費
は
、
受

益
者
負
担
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

利
用
者
へ
の
適
切
な
使
用
料
を
設

定
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を

し
て
歳
入
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
努

力
を
強
く
望
む
。

反 対 想
と
前
期
計
画
、
向
日
市
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
、
向
日
市
食
育
推
進

計
画
、
む
こ
う
元
気
っ
子
支
援
プ

ラ
ン
後
期
計
画
な
ど
で
あ
り
、
計

画
の
実
現
に
向
け
た
市
政
推
進
を

期
待
す
る
。

　

地
域
主
権
改
革
が
閣
議
決
定
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
、
現
場
の
創
意

工
夫
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
行

政
力
の
向
上
の
た
め
、
人
材
育
成

に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
備
え
ら
れ
た
い
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し
の
応

援
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
だ

　

日
本
共
産
党
議
員
団 

 

大
橋　

満 

議
員

　

水
道
料
金
値
下
げ
は
市
民
の
切

実
な
願
い
で
あ
る
。
高
い
水
道
料

金
の
原
因
で
あ
る
基
本
水
量
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
い
て
、
府
と
話
し

合
う
べ
き
で
あ
る
が
、
市
長
は
そ

の
申
し
入
れ
を
全
く
行
っ
て
い
な

い
。
府
主
導
の
税
務
の
共
同
化
は
、

地
方
分
権
を
逸
脱
し
た
行
政
介
入

に
当
た
る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
ま
で

税
機
構
に
任
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

市
が
多
額
の
費
用
を
か
け
た
電
算

シ
ス
テ
ム
が
十
分
働
い
て
い
る
の

に
、
さ
ら
に
、
共
同
の
た
め
に
多

額
の
分
担
金
を
払
う
の
は
税
の
無

駄
遣
い
で
あ
る
。
公
立
保
育
所
の

民
営
化
計
画
は
や
め
る
べ
き
だ
。

保
育
所
の
耐
震
対
策
及
び
老
朽
保

育
所
の
建
て
替
え
を
早
期
に
行
っ

て
ほ
し
い
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
の

拡
充
、
国
保
料
の
引
き
下
げ
、
暮

ら
し
の
道
路
の
整
備
、
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
も
っ
と

重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
限
ら
れ
た

予
算
を
市
民
の
命
と
暮
ら
し
の
応

援
に
使
う
向
日
市
こ
そ
が
、
次
世

代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
市
民
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い
か
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
の
構
築
を

　

公
明
党
議
員
団

 

冨
安　

輝
雄 
議
員

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算

賛 成

弱
者
切
り
捨
て
の
決
算

に
反
対

飛
鳥
井　

佳
子 

議
員

　

高
齢
者
の
家
賃
助
成
の
カ
ッ
ト

や
、
育
休
を
取
る
と
上
の
子
が
保

育
所
か
ら
出
さ
れ
る
の
は
ひ
ど
い
。

車
イ
ス
対
応
の
歩
道
バ
リ
ア
フ

リ
ー
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
「
な

ら
枯
れ
」
や
、
は
り
湖
池
の
汚
れ

な
ど
、
重
大
な
問
題
が
起
こ
っ
て

い
る
の
に
、
行
政
は
こ
の
緑
地
の

保
全
に
全
く
対
応
で
き
て
い
ず
、

乱
開
発
で
西
ノ
岡
丘
陵
は
実
に

痛
々
し
い
状
況
で
あ
る
。
緑
が
ど

ん
ど
ん
失
わ
れ
た
こ
と
で
、
水
害

や
浸
水
が
発
生
し
て
い
る
。

　

財
政
難
の
な
か
、
市
長
は
ア
メ

リ
カ
へ
は
公
費
で
は
な
く
、
自
費

で
行
く
べ
き
で
あ
る
。
市
民
や
市

議
会
議
員
は
自
費
で
行
っ
て
い
る
。

　

行
政
と
は
市
民
の
生
活
に
よ
り

そ
う
こ
と
で
あ
る
。
弱
者
切
り
捨

て
は
弱
い
政
治
で
あ
り
、
強
い
市

役
所
な
ら
福
祉
を
最
優
先
す
る
は

ず
で
あ
る
。
大
不
況
の
今
、
行
政

は
ま
ず
、
市
民
の
生
命
に
関
わ
る

予
算
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の

予
算
を
強
化
し
て
い
く
の
が
当
た

り
前
で
あ
り
、
予
算
を
打
ち
切
る

の
は
間
違
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
決

算
に
は
反
対
で
あ
る
。

反 対

反 対
事
業
の
さ
ら
な
る
精
査

が
必
要

野
田　

隆
喜 

議
員

　

水
道
料
金
着
服
事
件
を
個
人
の

問
題
と
す
る
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

公
金
収
納
と
管
理
適
正
化
に
係
わ

る
改
善
方
策
で
、
管
理
監
督
者
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
を
は
じ
め
、

３
点
の
不
備
を
要
因
と
し
て
挙
げ

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
関
係
職
員

の
減
給
処
分
や
、
毎
年
再
発
防
止

の
研
修
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
個

人
の
問
題
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ま

で
の
研
修
費
の
支
出
は
適
正
な
の

か
疑
問
で
あ
る
。
文
科
省
よ
り
外

国
語
指
導
業
務
委
託
契
約
の
労
働

者
派
遣
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
へ

の
改
善
等
の
通
知
が
出
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
、
小
・
中
学
生
の
英
語

の
授
業
が
派
遣
法
へ
の
抵
触
を
避

け
る
た
め
に
十
分
な
教
育
効
果
を

達
成
で
き
な
い
授
業
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
委
託
は
、
法
に
抵
触
し

な
い
方
法
が
あ
る
の
で
、
今
の
委

託
方
法
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
。

清
掃
業
務
委
託
の
多
さ
に
つ
い
て

は
、
よ
り
美
し
く
し
た
い
と
い
う

思
い
は
理
解
で
き
る
が
、
委
託
に

よ
る
清
掃
業
務
は
も
っ
と
精
査
が

必
要
で
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
が
決
算
の
反
対
理
由
で
あ

る
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が

１
６
０
億
８
１
８
３
万
円
（
対
前
年
度
比
８
・
３
％
増
）、歳

出
が
１
５
７
億
３
３
１
０
万
円
（
対
前
年
度
比
８
・
１
％

増
）、
歳
入
歳
出
差
引
総
額
３
億
４
８
７
３
万
円
か
ら
翌

年
度
に
繰
り
越
す
事
業
の
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は

２
億
５
８
９
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
決
に
際
し
、
２
議
員
が
賛
成
討
論
、
３
議
員
が
反
対
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

賛 成

平成21年度　９会計決算を認定

各会計別決算状況
会　計　別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一　般　会　計 １6０億８,１８３万円 １５７億３,３１０万円 ３億４,８７３万円

特 

別

会

計

国民健康保険事業 ５２億７,９２２万円 ５２億１,９66万円 ５,９５6万円

老人保健医療 ２,１０１万円 ２,０９９万円 ２万円

後期高齢者医療 ４億９,７１４万円 ４億７,6３９万円 ２,０７５万円

介護保険事業 ２９億４,９０５万円 ２８億７,５２８万円 ７,３７７万円

下水道事業 ２５億２,6３７万円 ２５億１,４３８万円 １,１９９万円

大字寺戸財産区 １,１０３万円 １,０９6万円 ７万円

物集女財産区 ５１４万円 ５０３万円 １１万円

水道事業会計
収益的収入（税抜） １３億２,３９０万円 収益的支出（税抜） １２億８,２８6万円

資本的収入（税抜） ２億５,２6０万円 資本的支出（税抜） ５億５,6０７万円


